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ど
の
野
菜
や
ユ
リ
な
ど
の
植

物
に
感
染
す
る
。
厳
寒
期
を

除
く
低
温
時
期
に
発
病
・
ま

ん
延
す
る
。
菌
核
の
形
態
で

越
夏
し
（
菌
糸
で
は
越
夏
で

き
な
い
）、
菌
核
は
４
年
以

上
生
存
す
る
。

　

気
温(

地
温)

が
２０
度
を
下

回
る
こ
ろ
に
土
壌
中
に
残

存
す
る
菌
核
が
発
芽
し
て

主
に
根
か
ら
感
染
す
る
。

感
染
初
期
は
地
上
部
に
病

徴
（
び
ょ
う
ち
ょ
う
）
は
見

ら
れ
な
い
が
、
茎
盤
（
け
い

ば
ん
）
部
を
切
断
す
る
と
、

組
織
が
崩
壊
し
て
お
り
、
根

か
ら
の
感
染
が
う
か
が
え

る
＝
写
真
①
。
病
徴
が
進
む

と
外
葉
か
ら
黄
化
、
地
下
部

は
根
が
脱
落
す
る
＝
写
真

②
。
や
が
て
葉
鞘
（
よ
う
し

ょ
う
）
部
に
菌
糸
が
ま
ん
延

し
て
耐
久
性
の
あ
る
菌
核
が

形
成
さ
れ
る
＝
写
真
③
。

　

一
般
的
に
排
水
良
好
な
砂

質
土
壌
や
火
山
灰
質
軽
埴
土

壌
で
多
発
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
一
次
感
染
は
土
壌
中

に
あ
る
菌
核
が
植
物
体
と
接

触
す
る
こ
と
で
感
染
す
る
た

め
、
感
染
株
は
少
な
い
場
合

が
多
い
。
し
か
し
、
ネ
ギ
は

株
を
隣
接
し
て
栽
培
す
る
こ

と
か
ら
、
一
次
感
染
株
か
ら

隣
接
株
へ
と
広
が
っ
て
い
く

二
次
感
染
（
水
平
伝
播
）
に

よ
り
ま
ん
延
し
、
低
汚
染
圃

場
で
も
被
害
が
大
き
く
な
り

や
す
い
。

る
。
雌
成
虫
の
体
長
は
約
１

㍉
、
体
は
乳
白
色
、
え
ん
じ

色
の
足
が
特
徴
的
で
あ
る
。

生
存
に
不
適
な
環
境
条
件
に

な
る
と
飢
餓
や
乾
燥
に
強
い

ヒ
ポ
プ
ス
と
呼
ば
れ
る
齢
期

　

ネ
ダ
ニ
の
研
究
や
分
類
は

あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
が
、

数
種
が
ネ
ギ
を
加
害
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
最

も
被
害
を
及
ぼ
す
の
が
ロ
ビ

ン
ネ
ダ
ニ
＝
写
真
④
＝
で
あ

が
出
現
す
る
た
め
、
耕
種
的

防
除
は
難
し
い
。
気
温
１０
度

程
度
以
上
で
活
動
を
行
う
た

め
、
土
壌
中
で
越
冬
し
た
個

体
が
春
に
定
植
し
た
ネ
ギ
幼

苗
を
加
害
す
る
。

　

ネ
ダ
ニ
と
表
さ
れ
る
が
根

部
で
は
な
く
茎
盤
部
や
地
下

部
の
葉
鞘
を
加
害
し
、
根
の

伸
長
抑
制
や
脱
落
が
見
ら
れ

る
た
め
生
育
抑
制
が
起
こ

る
。
増
殖
率
は
高
く
、
定
植

前
の
初
期
密
度
が
高
い
場
合

は
苗
の
生
育
が
抑
制
さ
れ

る
。
ま
た
、
夏
季
の
極
端
に

乾
燥
し
た
圃
場
で
も
多
発
す

る
こ
と
が
あ
る
＝
写
真
⑤
＝

た
め
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

両
病
害
虫
と
も
土
壌
中
に

発
生
し
、
地
上
部
に
症
状
が

現
れ
る
こ
ろ
に
は
、
被
害
が

か
な
り
進
ん
で
い
る
場
合
が

多
い
。
発
生
時
期
は
異
な
る

が
、
共
通
の
対
策
技
術
も
多

い
。

　

い
ず
れ
も
発
生
圃
場
は
根

絶
が
難
し
い
た
め
、
圃
場
全

体
の
土
壌
消
毒
を
行
う
。
太

陽
熱
消
毒
や
還
元
土
壌
消

毒
、
薬
剤
処
理
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
透
明
マ
ル
チ
な
ど

に
よ
る
全
面
被
覆
が
必
須
で

あ
る
。

　

作
業
に
は
多
大
な
労
力
を

要
す
る
が
、
こ
れ
を
怠
る
と

十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
ず
、

１
、
２
年
で
元
の
被
害
に
戻

る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
被

覆
処
理
は
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

黒
腐
菌
核
病
の
高
密
度
汚

染
圃
場
に
お
い
て
、
薬
剤
に

よ
る
土
壌
消
毒
を
行
っ
た
次

作
の
病
害
の
発
生
状
況
＝
写

真
⑥
＝
を
見
る
と
被
覆
あ
り

は
発
病
株
が
見
ら
れ
な
い

が
、
被
覆
な
し
は
相
応
の
効

果
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
発

病
、
枯
死
株
が
見
ら
れ
る
。

　

黒
腐
菌
核
病
の
感
染
株
に

対
す
る
薬
剤
の
治
療
効
果
は

あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
た

め
、
感
染
さ
せ
な
い
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

感
染
の
好
適
時
期
と
重
な
る

比
較
的
冷
涼
な
春
季
に
定
植

す
る
場
合
、
定
植
後
の
粒
剤

処
理
を
行
い
た
い
。
秋
冬
ネ

ギ
で
は
気
温
が
低
下
す
る
９

〜
１１
月
の
土
寄
せ
前
の
散
布

剤
や
か
ん
注
剤
の
処
理
が
有

効
で
あ
る
。

　

近
年
で
は
定
植
前
の
苗
箱

処
理
に
よ
り
、
年
内
の
収
穫

ま
で
防
除
効
果
が
得
ら
れ
る

残
効
の
長
い
薬
剤
も
あ
る
た

め
、
積
極
的
に
利
用
し
た
い
。

圃
場
で
発
生
が
見
ら
れ
た
場

合
、
発
病
株
は
収
穫
し
な
い

こ
と
も
多
い
が
、
放
置
す
る

と
次
年
度
の
発
生
源
と
な
る

菌
核
を
大
量
増
殖
さ
せ
て
し

ま
う
。
可
能
な
限
り
菌
核
が

形
成
さ
れ
る
前
に
抜
き
取

り
、
適
正
に
処
分
す
る
こ
と

が
得
策
で
あ
る
。

　

ネ
ダ
ニ
に
よ
る
被
害
が
大

き
い
の
は
幼
苗
期
で
あ
る
こ

と
が
多
い
。
前
作
で
被
害
が

確
認
さ
れ
た
圃
場
で
は
定
植

時
の
粒
剤
処
理
を
行
う
。
植

え
つ
け
た
後
に
坪
枯
れ
状
に

被
害
が
確
認
さ
れ
た
場
合

は
、
発
生
し
た
場
所
を
中
心

に
薬
剤
処
理
を
行
う
こ
と
が

賢
明
で
あ
る
。

　

両
病
害
虫
は
地
下
部
で
発

生
す
る
た
め
、
収
穫
時
ま
で

認
識
さ
れ
な
い
場
合
も
あ

り
、
防
除
が
手
遅
れ
に
な
る

こ
と
も
あ
る
。
早
期
発
見
に

は
定
期
的
な
圃
場
の
観
察

と
、
地
上
部
に
異
変
を
感
じ

た
時
に
は
数
株
で
も
よ
い
の

で
株
を
抜
き
取
り
、
地
下
部

に
も
目
を
向
け
て
い
た
だ
き

た
い
。

ネ
ギ
病
害
虫
防
除
の
ポ
イ
ン
ト

埼
玉
県
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

病
害
虫
研
究
担
当

宇
賀
博
之

写
真
④ 

ロ
ビ
ン
ネ
ダ
ニ

写
真
⑤ 

大
量
の
ロ
ビ
ン
ネ
ダ

ニ
に
寄
生
さ
れ
根
が
す
べ
て

脱
落
し
た
ネ
ギ
根
部

写
真
② 

黒
腐
菌
核
病
の
発
病

程
度
別
症
状

左
端
：
健
全
株 

右
ほ
ど
重
症
株

写
真
③ 

葉
鞘
表
面
に
形
成
さ

れ
た
菌
核

写真⑥ 薬剤による土壌消毒時の被覆の

有無とその効果（上：被覆あり 中：被覆

なし 下：無処理）

　

ネ
ギ
栽
培
で
は
毎
年
の
よ
う
に
病
害
虫
に
関
す
る
特
殊
報
・
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、
埼
玉
県

農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
宇
賀
博
之
氏
に
、
多
発
す
る
と
深
刻
な
被
害
と
な
る
黒
腐
菌
核
病
と
生
育
抑
制
を
引
き
起

こ
す
ネ
ダ
ニ
類
に
つ
い
て
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

　

本
病
は
糸
状
菌
（
か
び
）

に
よ
る
土
壌
病
害
で
あ
る
。

ネ
ギ
や
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ラ
、

ニ
ン
ニ
ク
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
な

病
な
ど
が
あ
る
。

　

地
上
部
害
虫
は
ネ
ギ
ア
ザ

ミ
ウ
マ
、
ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ
バ

エ
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
、
ネ
キ

リ
ム
シ
類
な
ど
が
発
生
し
、

地
下
部
害
虫
は
、
ネ
ダ
ニ
や

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
、
発

生
地
域
が
限
ら
れ
て
い
る
ネ

ギ
ネ
ク
ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ

に
よ
る
被
害
も
少
な
か
ら
ず

見
ら
れ
る
。

　

本
特
集
で
は
多
発
す
る
と

被
害
が
大
き
い
黒
腐
菌
核
病

と
、
増
殖
率
が
高
く
苗
の
生

育
抑
制
を
引
き
起
こ
す
ネ
ダ

ニ
類
の
特
徴
と
防
除
対
策
を

紹
介
す
る
。

　

ネ
ギ
は
作
付
け
さ
れ
る
圃

場(

ほ
じ
ょ
う)

面
積
が
広

く
、
栽
培
期
間
も
長
く
、
生

息
す
る
生
き
物
が
単
一
化
さ

れ
や
す
い
（
多
様
性
が
失
わ

れ
や
す
い
）。
ま
た
、
古
く

か
ら
害
虫
忌
避
植
物
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
通
り
、
天
敵

な
ど
が
定
着
し
に
く
い
傾
向

に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
条
件
下
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
害
虫
が

発
生
す
る
。
地
上
部
病
害
に

は
黒
斑
病
や
葉
枯
病
、
べ
と

病
、
さ
び
病
な
ど
、
地
下
部

病
害
に
は
黒
腐
菌
核
病
や
白

絹
病
、
軟
腐
病
、
紅
色
根
腐

病害病害写
真
① 

黒
腐
菌
核
病
に
よ

る
茎
盤
部
の
病
徴 黒

腐
菌
核
病
の
特
徴

害虫害虫

ネ
ダ
ニ
の
特
徴

共
通
の
対
策

個
別
の
防
除
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適用病害の範囲及び使用方法（抜粋） 2024年7月現在の登録内容

※ねぎ以外の作物にも登録があります。詳細はラベルをご確認ください。

インピルフルキサムを
含む農薬の総使用回数使用方法本剤の

使用回数使用時期使用液量
（ℓ/10a）

4回以内 4回以内
散布

株元散布
収穫前日まで100～300

希釈倍数
（倍）適用病害名作物名

さび病
黒斑病、葉枯病
白絹病
黒腐菌核病

4000～8000
4000

4000～8000
4000

ねぎ

※日本農業新聞2024年7月26日掲載「春夏ネギ特集」1、3面掲載内容を再編集

株元散布で黒腐菌核病に高い効果。定植直後や土寄せ前の株元散布で効果を発揮します。

本剤は担子菌である白絹病菌、さび病菌に高い抗菌活性があり、
優れた効果が期待できます。

散布でさび病、葉枯病、黒斑病の同時防除が可能です。葉枯病、黒斑病にも有効。

白絹病（株元散布）、
さび病（散布）にも優れた効果。特 長
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